【 研究推進部門 】
細胞機能解析学分野　副島英伸（分野代表）（４グループ）
●生物時計の分子中枢およびアウトプット機構の解析
野出(内科)　明石(内科)　副島(分子生命)

生物時計は、多種多様な遺伝子の発現概日リズムを制御しているが、支配下にある遺伝子群は、組織・細胞間で大きく異なる。この組織特異性を生み出すメカニズムを探り、また特にPeriod(Per)遺伝子の生物時計分子モデルにおける役割を明らかにする。

●脂肪細胞ランドの構築：肥満、メタボリック昇降銀、癌、老化予防法の確立
戸田(病因病態)　魚住(泌尿器)　野出(内科)　藤本(内科)　青木(病因病態)　内橋(病因病態)

脂肪組織は、単なるエネルギー貯蔵組織ではなく、内分泌臓器、バイオリズム調整臓器、幹細胞供給臓器として注目される多機能性臓器である。それ故に肥満、メタボリック症候群、癌、老化などにおいて重要な役割を果たしている。上記疾患や生体恒常性維持における、脂肪組織の役割とその制御機構の解明を目指す。

●ゲノム刷り込みの分子機構の解明
副島(分子生命)　城(分子生命)　東元(分子生命)

ゲノム刷り込みは、個体発生や分化、癌や先天性疾患に関わる重要な遺伝子システムである。物理的に離れた複数の遺伝子がどのような分子機構で発現調節されているかは未解明なままである。刷り込みに関わるとされるnon-coding RNAをノックアウトした細胞を作成して、刷り込み機構への関与を検討するほか、調節分子を同定するなどして刷り込み現象の分子機構を明らかにする。

●腫瘍バンクの確立と癌感受性および治療予測因子の検討
末岡(内科)　荒金(内科)　福島(内科)　岩永(内科)

呼吸器外科、病理部との連携にて行ってきた腫瘍バンク（肺癌、非癌組織、正常気管支上皮細胞）に加え、造血器腫瘍、血漿、末梢血リンパ球をセットにした腫瘍バンクを、年間200セットを目標として確立する。これらを用いて、抗癌剤の効果と、分子標的の候補分子の発現異常屋DNA修復能の異常などとの関連を検討する。

